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質問 16 高齢者福祉に関して、お聞きします。鳥栖市では、高齢者の自立と社会参加への

支援に取り組んでいます。お住いの地区で、高齢者が活発に健康づくりに取り組

んでいるイメージはありますか。 

 
●高齢者福祉に関して、お聞きします。鳥栖市では、高齢者の自立と社会参加への支援に取り組んでい

ます。お住いの地区で、高齢者が活発に健康づくりに取り組んでいるイメージはありますかとたずね

たところ、「町の教室や公民館などで取り組んでいるイメージがある」と回答した人の割合が最も高

く 48.0％となっていました。次いで、「取り組んでいるイメージはない」（35.6％）、「公園などで取り

組んでいるイメージがある」（9.8％）が続いています。  
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質問 17 障害者福祉への支援に関して、お聞きします。鳥栖市では、障害者の自立と社会

参加への支援に取り組んでいます。鳥栖での暮らしの中で、障害者に対する差別・

偏見や疎外感を感じることがありますか。 

 
●障害者福祉への支援に関して、お聞きします。鳥栖市では、障害者の自立と社会参加への支援に取り

組んでいます。鳥栖での暮らしの中で、障害者に対する差別・偏見や疎外感を感じることがあります

かとたずねたところ、「どちらでもない」と回答した人の割合が最も高く 35.6％となっていました。

次いで、「あまりそう思わない」（29.0％）、「そう思わない」（17.9％）が続いています。 
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質問 18 地域福祉に関して、お聞きします。鳥栖市では、地域福祉の充実に取り組んでい

ます。町内会活動やボランティア活動に参加していますか。 

 
●地域福祉に関して、お聞きします。鳥栖市では、地域福祉の充実に取り組んでいます。町内会活動や

ボランティア活動に参加していますかとたずねたところ、「参加したことがない」と回答した人の割

合が最も高く 34.4％となっていました。次いで、「参加すべきと思うができていない」（31.4％）、「で

きるだけ参加している」（26.5％）が続いています。 

●「できるだけ参加している」と回答した人の割合が高い地区は基里地区、麓地区、田代地区となって

おり、多少の地域差がみられます。  
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質問 19 市民協働に関して、お聞きします。鳥栖市では、市民協働のまちづくりに取り組

んでいます。お住いの地区のまちづくり推進協議会の活動に参加したことがあり

ますか。 

 
●市民協働に関して、お聞きします。鳥栖市では、市民協働のまちづくりに取り組んでいます。お住い

の地区のまちづくり推進協議会の活動に参加したことがありますかとたずねたところ、「参加したこ

とがない」と回答した人の割合が最も高く 57.2％となっていました。次いで、「参加すべきと思うが

できていない」（24.8％）、「できるだけ参加している」（12.0％）が続いています。 

●まちづくり推進活動の参加について、参加している又は参加すべきであると考えている層は、40 歳

代、50 歳代、70 歳代以上で４割を超えるのに対し、60 歳代と 30 歳代以下が低い結果となりました。

30 歳代以下へアプローチできるかが今後の課題となります。 
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質問 20 生涯学習に関して、お聞きします。鳥栖市では、生涯学習の機会の充実に取り組

んでいます。公民館やまちづくり推進センター等で行われている講座や教室に参

加したことがありますか。また、参加してみたいと思いますか。 

 
●生涯学習に関して、お聞きします。鳥栖市では、生涯学習の機会の充実に取り組んでいます。公民館

やまちづくり推進センター等で行われている講座や教室に参加したことがありますか。また、参加し

てみたいと思いますかとたずねたところ、「興味のある教室があれば参加してみたい」と回答した人

の割合が最も高く 41.5％となっていました。次いで、「教室があることを知らない」（19.4％）、「参加

したいと思わない」（18.5％）が続いています。  
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質問 21 教育に関して、お聞きします。鳥栖市は独自の教育として、教科「日本語」に取

り組んでいますが、教科「日本語」についてご存じですか。 

 
●教育に関して、お聞きします。鳥栖市は独自の教育として、教科「日本語」に取り組んでいますが、

教科「日本語」についてご存じですかとたずねたところ、「聞いた事がない」と回答した人の割合が最

も高く 60.0％となっていました。次いで、「知っている」（22.9％）、「名前だけ聞いたことがある」

（16.2％）が続いています。 

●教科「日本語」の認知度は 20 歳未満が約 7 割（68.8％）と他の年齢階層と比べて高くなっています。 
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質問 22 教育に関して、お聞きします。鳥栖市はインクルーシブ教育を進めていますが、

インクルーシブ教育についてご存じですか。 

 
●教育に関して、お聞きします。鳥栖市はインクルーシブ教育を進めていますが、インクルーシブ教育

についてご存じですかとたずねたところ、「聞いた事がない」と回答した人の割合が最も高く 75.5％

となっていました。次いで、「名前だけ聞いたことがある」（14.6％）、「知っている」（8.9％）が続い

ています。  
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質問 23 男女共同参画に関して、お聞きします。鳥栖市では、男女共同参画の社会づくり

に取り組んでいます。仕事や家庭での役割分担について、依然として男女の性別

差を感じますか。 

 
●男女共同参画に関して、お聞きします。鳥栖市では、男女共同参画の社会づくりに取り組んでいます。

仕事や家庭での役割分担について、依然として男女の性別差を感じますかとたずねたところ、「やや

感じる」と回答した人の割合が最も高く 27.4％となっていました。次いで、「どちらでもない」（22.8％）、

「感じる」（21.0％）が続いています。  
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質問 24 国際交流に関して、お聞きします。鳥栖市では、市内在住の外国人が増加してい

ます。多文化共生に向け、お互いの理解を進めるために、どのような機会があれ

ば参加したいですか。 

 
●国際交流に関して、お聞きします。鳥栖市では、市内在住の外国人が増加しています。多文化共生に

向け、お互いの理解を進めるために、どのような機会があれば参加したいですかとたずねたところ、

「参加したくない」と回答した人の割合が最も高く 29.5％となっていました。次いで、「双方の食文

化について学ぶ食事会」（26.4％）、「双方の音楽や踊り等に触れるイベント」（15.3％）が続いていま

す。 

●参加を希望しない市民が３割程度存在し、特に 20 歳代と 60 歳以上はその傾向が強かったものの、全

体としては双方の食文化について学ぶ食事会への参加意欲が高いことがみてとれます。  
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質問 25 人権に関して、お聞きします。鳥栖市では、人権が尊重される社会づくりに取り

組んでいます。鳥栖での暮らしの中で、あなたや家族の人権が守られていると思

いますか。 

 
●人権に関して、お聞きします。鳥栖市では、人権が尊重される社会づくりに取り組んでいます。鳥栖

での暮らしの中で、あなたや家族の人権が守られていると思いますかとたずねたところ、「おおむね

守られている」と回答した人の割合が最も高く 45.7％となっていました。次いで、「守られている」

（28.9％）、「わからない」（18.3％）が続いています。  
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質問 26 観光に関して、お聞きします。鳥栖市では、観光の振興に取り組んでいます。鳥

栖市の観光資源として連想するものはありますか。 

 
●観光に関して、お聞きします。鳥栖市では、観光の振興に取り組んでいます。鳥栖市の観光資源とし

て連想するものはありますかとたずねたところ、「スポーツ観戦」と回答した人の割合が最も高く

34.0％となっていました。次いで、「アウトレット等の商業施設や飲食店」（24.1％）、「観光資源は特

にない」（16.8％）が続いています。 

●観光資源について 70 歳代では「特にない」と回答している割合が最も多くなっていますが、60 歳代

以下では「スポーツ観戦」、「アウトレットなどの商業施設や飲食店」を観光資源として捉えている割

合が高いことがみてとれます。 
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質問 27 行政情報に関して、お聞きします。鳥栖市では、行政の情報発信の多様化に取り

組んでいます。あなたはパソコンやスマートフォンから、ご自身に必要な行政サ

ービスの情報を得ることができますか。 

 
●行政情報に関して、お聞きします。鳥栖市では、行政の情報発信の多様化に取り組んでいます。あな

たはパソコンやスマートフォンから、ご自身に必要な行政サービスの情報を得ることができますかと

たずねたところ、「ややそう思う」と回答した人の割合が最も高く 29.8％となっていました。次いで、

「どちらでもない」（21.9％）、「そう思う」（19.3％）が続いています。 

●「そう思う」または「ややそう思う」と回答した人の割合は年齢階層が高くなるに従って低くなる傾

向にありますが、60 歳代でも約半数（48.4％）が肯定的な回答をしており、パソコンやスマートフォ

ンから行政サービスの情報を得ることが一般化しつつあることが分かります。 
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質問 28 情報化に関して、お聞きします。鳥栖市では、情報化の推進に取り組んでいます。

オンライン申請などのデジタル化された行政サービスについてお尋ねします。 

 
●情報化に関して、お聞きします。鳥栖市では、情報化の推進に取り組んでいます。オンライン申請な

どのデジタル化された行政サービスについてお尋ねしますとたずねたところ、「便利なので使いたい」

と回答した人の割合が最も高く 37.8％となっていました。次いで、「使い方がわからない」（26.3％）、

「セキュリティが不安で使いたくない」（14.6％）が続いています。 

●「便利なので使いたい」と回答した人の割合は年齢階層が高くなるに従って低くなる傾向にあります。

パソコンやスマートフォンから行政サービスの情報を得ることに比べてオンライン申請などのデジ

タル化された行政サービスについてはハードルが高いことが分かります。  
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質問 29 行政運営に関して、お聞きします。鳥栖市では、行政運営の効率化、実効性の向

上に取り組んでいます。公共施設について、各地区にそれぞれ必要な施設はどれ

だと思いますか。 

 
●行政運営に関して、お聞きします。鳥栖市では、行政運営の効率化、実効性の向上に取り組んでいま

す。公共施設について、各地区にそれぞれ必要な施設はどれだと思いますかとたずねたところ、「公

園」と回答した人が最も多く、42.9％となっています。次いで、「福祉施設」（30.7％）、「体育施設」

（27.7％）、「行政施設」（15.8％）が続いています。 

 

  

42.9 

30.7 

27.7 

15.8 

4.7 

0% 20% 40% 60%

公園

福祉施設

体育施設

行政施設

無回答

n=909
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質問 30 広域行政に関して、お聞きします。鳥栖市では、周辺自治体との連携に取り組ん

でいます。公共施設について、近隣の市町間で利用してもよい（近隣にあればよ

い）施設はどれだと思いますか。 

 
●広域行政に関して、お聞きします。鳥栖市では、周辺自治体との連携に取り組んでいます。公共施設

について、近隣の市町間で利用してもよい（近隣にあればよい）施設はどれだと思いますかとたずね

たところ、「大規模な総合公園」と回答した人が最も多く、51.5％となっています。次いで、「図書館」

（28.9％）、「体育施設」（25.1％）、「サンメッセのような交流施設」（20.2％）が続いています。 

  

51.5 

28.9 

25.1 

20.2 

18.2 

15.1 

10.3 

3.9 

0% 20% 40% 60%

大規模な総合公園

図書館

体育施設

サンメッセのような交流施設

文化会館

福祉施設

行政施設

無回答

n=909
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質問 31 公園に関して、お聞きします。鳥栖市では、うるおいと安らぎのある緑の空間づ

くりに取り組んでいます。市民公園と中央公園に充実させたい施設はどれですか。 

 
●公園に関して、お聞きします。鳥栖市では、うるおいと安らぎのある緑の空間づくりに取り組んでい

ます。市民公園と中央公園に充実させたい施設はどれですかとたずねたところ、「カフェなどの飲食

店がある憩いエリア」と回答した人が最も多く、48.0％となっています。次いで、「健康遊具・ランニ

ングコースなどの健康エリア」（43.2％）、「芝の自由広場」（31.9％）、「子供向けの遊具エリア」（29.9％）

が続いています。 

 

[年齢別クロス] 

 
 

●年齢別にみると年齢が若くなるにしたがって「カフェなどの飲食店がある憩いエリア」と回答がおお

むね多くなっており、20 歳代が最も多く 59.0%となっています。 

●「子供向けの遊具エリア」と回答した人の割合は 30 歳代が多く、56.2%となっています。  

48.0 

43.2 

31.9 

29.9 

23.8 

2.3 

0% 20% 40% 60%

カフェなどの飲食店がある憩いエリア

健康遊具・ランニングコースなどの健康エリア

芝の自由広場

子供むけの遊具エリア

小規模な屋外運動ができるスポーツエリア

無回答

n=909

子供むけの

遊具エリア

芝の自由広

場

カフェなど

の飲食店が

ある憩いエ

リア

小規模な屋

外運動がで

きるスポー

ツエリア

健康遊具・

ランニング

コースなど

の健康エリ

ア

無回答

20歳未満(n=16) 25.0 37.5 56.3 6.3 25.0 0.0

20歳代(n=78) 34.6 41.0 59.0 21.8 35.9 0.0

30歳代(n=121) 56.2 50.4 51.2 29.8 41.3 0.0

40歳代(n=193) 35.8 27.5 52.8 26.4 50.8 1.6

50歳代(n=156) 23.7 26.9 51.3 23.7 47.4 0.0

60歳代(n=122) 23.8 34.4 45.1 27.9 42.6 4.9

70歳以上(n=219) 16.9 24.2 36.1 17.8 38.8 5.5

年齢
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質問 32 公共交通に関して、お聞きします。鳥栖市では、将来的な路線バスやミニバスの

あり方を検討しています。自動車に乗れなくなった場合を前提にお答えください。

その場合、路線バスやミニバスといった公共交通を利用すると思いますか。 

 
●「利用する」と回答した人の割合が最も高く 54.7％となっていました。次いで、「想像できない」

（14.9％）、「乗りたい日時方向に路線が無いため利用しない」（10.7％）が続いています。 

●公共交通のニーズの高さが伺える一方、地区別では、利用すると答えた人は田代地区、基里地区、旭

地区で少なく、基里地区は乗りたい日時方向に路線が無いためとの理由が多い結果となりました。 
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質問 33 災害に関して、お聞きします。鳥栖市では、災害に強いまちづくりに取り組んで

います。あなたは、災害情報の収集方法や避難場所の確認等、防災について考え

たことがありますか。 

 
●災害に関して、お聞きします。鳥栖市では、災害に強いまちづくりに取り組んでいます。あなたは、

災害情報の収集方法や避難場所の確認等、防災について考えたことがありますかとたずねたところ、

「少し考えたことがある」と回答した人の割合が最も高く 51.5％となっていました。次いで、「意識

しているが難しい」（22.4％）、「あまり考えたことがない」（13.9％）が続いています。 

●「第 4 期鳥栖市地域福祉計画・地域福祉活動計画」策定にあたって実施したアンケート調査によれば、

災害時の避難場所について、「知っている」と回答した人は全体の 80.5％でした。今回の調査で「準

備できている」と回答しなかった市民の中にも、地域の避難場所を知っている人がいると考えられま

す。近年、全国各地で発生する大規模災害を目の当たりにして、市民の意識にある「準備できている」

と感じるハードルが高くなっている可能性もあります。 
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質問 34 医療体制に関して、お聞きします。鳥栖市では、医療費の適正化に取り組んでい

ます。『かかりつけ医』を持っていますか？ 

 
●医療体制に関して、お聞きします。鳥栖市では、医療費の適正化に取り組んでいます。『かかりつけ医』

を持っていますかとたずねたところ、「持っている」と回答した人の割合が最も高く 67.8％となって

いました。次いで、「持っていない」（25.9％）、「わからない」（5.6％）が続いています。 

●かかりつけ医は年齢階層が高くなるに従って「持っている」と回答した人の割合が高くなる傾向にあ

ります。 
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質問 35 文化芸術に関して、お聞きします。鳥栖市では、文化芸術に親しめる環境づくり

に取り組んでいます。文化芸術を観覧する、または自身で活動する機会がありま

すか。 

 
●文化芸術に関して、お聞きします。鳥栖市では、文化芸術に親しめる環境づくりに取り組んでいます。

文化芸術を観覧する、または自身で活動する機会がありますかとたずねたところ、「ある」、「たまにあ

る」と回答した人の割合は全体で 29.7％となっています。 

●文化芸術を観覧する、または自身で活動する機会が「ある」、「たまにある」と回答した人の割合は、

50 歳代で最も高い 34.6％となり、60 歳代以上の年代も 30.0％を超えています。 
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質問 36 スポーツに関して、お聞きします。鳥栖市では、スポーツに親しめる環境づくり

に取り組んでいます。スポーツを観戦する、または自身でプレーする機会があり

ますか。 

 
●スポーツに関して、お聞きします。鳥栖市では、スポーツに親しめる環境づくりに取り組んでいます。

スポーツを観戦する、または自身でプレーする機会が「ある」、「たまにある」と回答した人の割合は、

全体で 38.4％と高く、特に 20 歳未満、20 歳代、40 歳代、50 歳代で 40.0％を超えています。 

●スポーツを観戦する、または自身でプレーする機会が「ある」「たまにある」と回答した人の割合は、

弥生が丘地区、若葉地区、基里地区が 40.0％を超えています。一方、田代地区では 28.0％と比較的低

くなっています。  
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質問 37 スポーツに関して、お聞きします。鳥栖市では、スポーツに親しめる環境づくり

に取り組んでいます。鳥栖市において、充実させたい体育施設はありますか。 

-

 
●スポーツに関して、お聞きします。鳥栖市では、スポーツに親しめる環境づくりに取り組んでいます。

鳥栖市において、充実させたい体育施設はありますかと自由回答方式でたずねたところ、ジムや体育

館などの「屋内体育施設」に関する回答が最も多く 96 件となりました。次いで、公園やウォーキン

グコース、野球やサッカーなどの「屋外体育施設」（76 件）、「プール」（58 件）が続き、多様なニー.

ズが伺えます。 

●内訳としては、ジムやウォーキングコース、プールなど、個人で利用できる体育施設に関する回答（142

件）が多くなりました。屋内体育施設、プールについては、夜間の利用や、料金が安価であること、

雨天や猛暑など天候に影響されず気軽に利用できることについての意見が多く寄せられました。 

●チームスポーツに関する回答（88 件）には、野球、サッカー、バスケットボール等多目的に使用でき

る施設に関する意見が多かったことから、多目的に利用ができる施設が求められていることがわかり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体 20歳代未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上 不明

96 2 6 12 20 23 10 22 1

個人スポーツ

（ジム、トレーニング室など）
57 1 3 8 14 14 6 11 0

チームスポーツ

（体育館など）
39 1 3 4 6 9 4 11 1

76 1 6 9 19 13 9 19 0

個人スポーツ

（公園、ウォーキングコースなど）
27 0 4 3 3 3 5 9 0

チームスポーツ

（グラウンド、球技場など）
49 1 2 6 16 10 4 10 0

58 2 4 6 15 12 12 7 0

17 0 0 1 1 4 7 4 0

この他にも武道場、サーキット場などの多様な意見、サガン鳥栖や久光スプリングスへの支援など、設問内容以外の回答もありました。

現状の体育施設で充足している

屋内体育施設

屋外体育施設

プール
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第３章 調査票 
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